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	このイントロンを持たない遺伝子は、塩基性ロイシンジッパー（bZIP）ドメインを含む転写因子をコードし、標的遺伝子のプロモーター中のCCAATモチーフを認識します。コードされたタンパク質は、CCAAT/エンハンサー結合タンパク質βおよびγとのホモ二量体、およびヘテロ二量体として機能します。このタンパク質の活性は、細胞周期制御および体重恒常性に関与する遺伝子の発現を調節することができます。この遺伝子の変異は、急性骨髄性白血病に関連しています。インフレームの非AUG（GUG）開始コドンとAUG開始コドンを交互に使用することで、異なる長さのタンパク質アイソフォームが生成されます。異なる翻訳開始は、GUGと最初のAUG開始コドンの間に位置する、アウトオブフレームの上流オープンリーディングフレームによって媒介されます。 [RefSeq提供、2013年12月],機能：C/EBPは、多くのプロモーターに共通するCCAAT相同性と、多くのエンハンサーに共通するエンハンスドコア相同性の2つの異なるモチーフを認識するDNA結合タンパク質です。,類似性：bZIPファミリーに属します。,類似性：bZIPファミリーに属します。C/EBPサブファミリーです。,類似性：1つのbZIPドメインを含みます。,サブユニット：DNAに二量体として結合し、C/EBPベータおよびガンマと安定なヘテロ二量体を形成します。UBN1と相互作用します。HBVタンパク質Xと相互作用します。,
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	Phospho-C/EBP α（T230）ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウエスタンブロット解析。

